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被　服　HI

m酸汚れの連浄μお＼μオ/ｲﾝ酸が挙動
　　　大阪市大生汚豺学　　藤井駕;美剣　喩川　基
　　　M田学制女短大o福刻粁．紳り,手々禄丈小料仔

　目的　天然皮脂汚^i慟5り含まれる屡離脂肪酸μ，ずφヵり･㈲^初水溶液t･洗浄^

れる□，脂肪織石げ･りのま成にょり家易に除去きれ，脂防織屁冶ヽ物にゐヽﾚヽマノ熟和脂酢

麟きは炭素傾長め短。ヽ4^削に棟云さKやずく。一秀不飽和解肪織,3、%浄逼劃こよっ

-?.　その浹浄樫/･禰tt峻化t 5 こt 乞す'iに顧唇＼ ft。本研究ほ脂肪酸逐台吻の洸浄に

おけるオレイン織の挙動□酢酸差兪物。dぷc, 曲線により瀬討げ。

　方鳶。飽和脂防酸とi 1 ラウリy鍼(c･iロソスデソ鍼(C,岐ハ･いチン鍼(.･6)，　ズヂデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　－
リン賊(c,,)あ･iぼ'柳哨防酸と1 T.オレイン糾(C･．巾りおそ･･れ<r)手量菱合物tn肪賦

孝H八で．そめ渥．を綿布い/ク肖り:,付着ざせtz. ぞai LAS- S？混合水溶液一ゑ牡にな茜で長箭貳ぶ昌ぶ≒冷LAS- 霖鴛TKゲ"'
r Iレで:ttfili．i 岬メ-f- 'l／f;ズヂ'ﾚをQ- L C i=よ')分鉢走量し. 各脂防μ呼洗岸午き1と

めに．一方，Il肪雌単一･ら｀J び差合物。PぶCか線を示差走査量計t･占とめた．

　鈴果．I. fil防破達合物を3't 7ヽ洗浄け'とき.各n紡績の遭浄キ<^慢位,tG,〉C・.-.〉c･４〉u

〉C,9^ なろ．2.単,－1!肪酸<^ D 5 C曲線!3－つ<n -0%.無t･- タt 呆I/. ぞ.^ ぞμの収発It

欠政値,'寿しヽ．3．^ レ1 v祓と蚤飽和脂賂破'^^ 2成分考量髭合物。D s c 曲滞,む分

絃( re 2 つ・"^無じ・- クJ 示I. ぶ成分身量混合物釧I 剛司届≪ 脚線いJ 5 ．4. 低温側

i:おIt 5 t:・-7 に相各T i勅命t Ｇ･L いリ',) か擦I rて･暗釆，才りy
:?

'}.
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; a わ締わヽら，脂時破差合物に心ヽマ　オ,/イン雌,i妁一に葺
りりりりこ，造浄温環r-J つマ, 霞冲性の'･匍≪礦化にくるもの

リ/トぜによる油脂汚れの洗浄に闇するii＼呪（第2報）

　　　　　　　　オリーブ｀油の洗浄性

大阪iや大ま.端科営　o 多> 1

　目的　脂鴎/β｀ヽ解糾豪リ/＼°ーセの

活性に及ぼす各遵界面活性剤の弘

した。

浹
響
浄八のμ用に関する顧呪とL T，釣報てり，リパーゼ

似島質として･オリーブ油エーマ･レジョンを用いて條討

　本報でμ，繊維;ifl£に付ぬさせたオ･トブ油基質に対すi リパーぞの反応･の性質T.- 4 び’

にオ'トデ油の洗浄性μついて将討しf:.
お去　リ/N°- ざ‘J酵母Ca砲:£CL cyllnd.ra.cea. ｌ t急薗とするリパーh Y (2り゜゜
　　　ｔ１　●●Ｊ．．＿　　　　　　　　．．　　　．､Ｊ_･ｔ．．ｊ-ｔ-　　．．　　．　．＿．-ゝ　Ｊ-
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元名端在茸ｋｋ）を用ヽ｀，３馨布としr標準綿和゛才'トブ･泗（日Ml）を/μ碍／

ﾔ大穴よ / M V >讐}(i ( pH 7辻ﾌﾞ温mL) 昔踏出潔肢

させる．　I N硫酸ぢ柚i加えて反応i侮止1^ぞバ弓喩布と反応衰と･' /か組ずる。ｼﾞ^ 染布

上ならび｀に反応汲中に在離しrこ脂肪酸をX -テ,ﾚtヽ抽出し, そのメ子日／エーステルをがスツ

ロマI- 7"ラフμより定%した。

　邨粟　り八一七ヽ｀は，オリ-ブ油エ｡マ,ﾚｼﾞ｀ヨン訓小ヽね場蚕と同謀ら繊維布上｡に乱,ヽで
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　　’　゛　　　・　’ｆ　Ｗ　　　　＝　　　＝　　－　　　　　＝かﾄﾌﾞ’油釦口水/剥梓し，反応により遊麺する脂肪酸量,J才･レフヽ柚の凍茂すなμち，

のヽ葡穐の増加にといバフ1>tｶﾞﾛI . Iパ°- ぜが才り一ア油基喩で親和3れるI ころでヽ－

どなる。


